
 

リスクアセスメント等の手順 
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実施管理者 

S T A R T 

作業管理者 

資料収集・人選 

危険有害要因の特定 

災害の予測 

被災の程度の選択 

発生の可能性の選択 

リスクの見積り 

優先度の決定 

安全衛生委員会で審議 

低減対策の実施 

記録の作成・保管 

職員へ周知 

残留リスク

ク？ 

資料提出 

補助表にメンバー全員がそれぞれ
書き出し、その結果を全員で検討す
ると効果的。 

表１により選択  
×＝致命的・重大 
△＝中程度 
○＝軽度 

表２により選択 
×＝可能性が高い・比較的高い  
△＝可能性がある 
○＝可能性がほとんどない 

表 3,4により選択 
Ⅲ＝最優先 
Ⅱ＝早急に対策 
Ⅰ＝当面不要 

低減対策の検討を終了した段
階で安全衛生委員会に報告 

次回の検討時や、類似
の検討時に有効な資料
となる。 

選択優先順位 
１危険作業の除去 
２防護等の物質的対策 
３教育・作業管理 
４防護具 

低減対策の検討 

統括管理者の承認 


